
神戸学院大学・心理学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４５０９

基盤研究(C)（一般）

2023～2020

音楽と身体運動の結びつきにおける個人差をもたらす要因

Factors that provide individual differences in the links between music and body 
movement

９０５０７４６９研究者番号：

河瀬　諭（Kawase, Satoshi）

研究期間：

２０Ｋ０２８２２

年 月 日現在  ６   ６ １３

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：音楽を聴いて身体を動かしたくなる感覚である「グルーヴ」に関する個人差の研究
は、主に音楽能力の要因に限られていた。本研究は、グルーヴと個人差の関係について、年齢や気分などの非音
楽的な要因に注目し研究を実施した。研究１では、グルーヴィな曲の特徴について、体格や年齢、性別などの個
人差を検討した。研究２では、一時的な要因である気分とグルーヴの関係を検討した。
主な成果は以下である。(1)グルーヴは、年齢などの非音楽的な個人特性にも影響を受ける。(2)一方で、身体の
特徴の影響はあまり大きくない可能性がある。(3)グルーヴは気分などの一時的要因の影響も受け、これは刺激
の特徴にも関連する。

研究成果の概要（英文）：Prior research on individual differences in ‘groove,’ the sensation of 
urge to move body when listening to music, has been limited to musical ability. Thus, the present 
study investigated and tested the hypothesis that groove is due to non-musical individual difference
 factors, such as age and mood. Study 1 examined individual differences in the characteristics of 
groovy songs, such as body size, age, and gender. Study 2 examined the relationships between 
temporary mood and groove. The results showed that (1) Groove is influenced by non-musical 
individual characteristics such as age. (2) On the other hand, regarding individual differences, the
 influence of physical characteristics may be less significant for groove. (3) Groove is also 
influenced by temporary factors such as mood, which is also relevant for characteristics of musical 
stimulus.

研究分野： 音楽心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
グルーヴの個人差の先行研究は音楽的な能力が主であった。一方で、日常場面で影響することが予想される多様
な個人差は見過ごされていた。本研究はそこに着目し、一過性の気分のグルーヴへの影響などを示し、音楽と身
体の関係に独自の学術的観点を加えた。また、成果はグルーヴの研究のみならず、音楽聴取による気分変化など
の研究にも寄与する。
社会的意義としては、教育やエクササイズなど、音楽と身体が結びつく様々な実践場面で、個人差を意識したオ
ーダーメイドのプログラム開発などに貢献しうる。とくに、実践場面での影響が大きいことが予想される年齢や
心理状況などの個人差の要素を検討することで、より効果的な音楽の活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 音楽を聴く時に身体を動かすことは、古代の舞踊から現代のライブ鑑賞まで、多くの場面で観
察される。また、このような活動は、教育や発達、エクササイズなど、様々な場面で実践されて
いる。このような音楽を聴いて身体を動かしたくなる感覚は、「グルーヴ」といわれ、近年その
メカニズムが検討されている。このような感覚を表す言葉は、ブラジルでは「balanço」、スイス
での「lüpfig」、日本での「ノリ」など、世界各地で見られ、多くの人にとって共通のメカニズム
があると考えられる（Danielsen et al., 2023; Kawase & Eguchi, 2010; Senn et al., 2019）。音
楽は人の代表的な文化活動の一つであり、その実践場面で多く見られる舞踊や身体感覚との関
係を明らかにすることは、人の認知プロセスの解明のみならず、古くから続く文化活動を理解す
ることにも寄与するだろう。 
 グルーヴに関する研究の側面の一つは、グルーヴがどのような音響的な特徴と結びついてい
るかの研究である。先行研究の多くは、音楽と身体感覚がリズムやリズム楽器に関連する要因と
密接に結びついていることを示唆している。例えば、適度なシンコペーション（Witek et al., 2014）
や、バスドラムなどの低周波成分の強さ（Burger et al., 2013; Van Dyck et al., 2013）、ビートが
はっきりしていること（Madison et al., 2011）などである。先行研究では、聴覚的な刺激が身
体感覚を生起させるメカニズムについても検討されている。グルーヴは、リズム知覚と覚醒に関
連することも示唆されている（Bowling et al., 2019）。 
 一方で、音楽と身体感覚には個人差があることも示唆されている。例えば、音楽と身体運動の
関連づけが難しい人が一定数いることも明らかになっている。Sowiński, et al. (2013)は、音楽
に合わせて手をたたく実験を実施し、参加者の 10％程度がうまく合わせられなかったことを報
告している。また、このような傾向は、音楽と運動の視覚的な一致についても見られた（Phillips-
Silver et al., 2011）。また、グルーヴィな音楽を聴いた時の脳活動について、音楽家と非音楽家
では異なることも知られている（Stupacher et al., 2013）。音楽と身体運動の関連には、聴覚の
認知から運動の同期まで、さまざまなプロセスを経る。これらのプロセスがどのように関連して
いるかは明確ではないものの、いずれにせよ、音楽と身体運動の関連には個人差が見られる。一
方で、グルーヴとどのような個人差が関連しているかについての研究は多くなかった。 
  
２．研究の目的 
 本研究の目的は、音楽と身体の関係における個人差について、グルーヴに着目して検討するこ
とである。 
 研究１では、幅広い年代を対象に調査を行い、参加者の思うグルーヴィな曲の特徴に違いがあ
るかについて、体格や年齢、性別などの個人差について検討した。先行研究では、グルーヴの個
人差について、音楽経験などの影響が検討されてきた。一方で、Dahl et al. (2014)は、体格がダ
ンスのテンポの選好に影響することを示唆した。本研究では、グルーヴに関して、これまで検討
されてこなかった年齢や体格などの個人差を明らかにするために実施された。 
 研究２では、一時的な気分と、グルーヴの感じ方の関係について検討した。これまでの研究で
は、個人の音楽スキルのような、音楽に関連する個人差や、研究１での年齢のような、人口統計
的な個人差が検討されてきた。研究２では、より一時的な個人差である、気分を対象として、検
討した。具体的には、音楽聴取時の気分がグルーヴに与える影響について、検討した。グルーヴ
の特徴として、身体運動感覚の喚起だけでなく、快感情の生起も伴うことが知られている。すな
わち、グルーヴィな曲は快感情も高い（Kawase, 2024）。また、グルーヴと覚醒状態の関係も指
摘されている（Bowling et al., 2019）。これらの知見は、グルーヴが感情に関するプロセスと関
連していることを示唆している。くわえて、日常場面における音楽聴取では、気分の重要性も指
摘されている。したがって、本研究では、音楽聴取時の気分がグルーヴに与える影響について検
討した。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１では、20 歳から 79 歳までの参加者を対象にオンライン調査を実施した。参加者は、
体格などに関する質問項目とともに、喜びを感じ体を動かしたくなる曲を回答した。各曲の１分
間の拍数（BPM）が算出された。BPM の算出では、株式会社 USEN と連携した。分析において、参
加者は 20 代から 70 代までの 6 つのグループに分けられた。各グループの平均値が統計的に分
析された。 
 
（２）研究２では、２つの実験を実施した。実験１では、4 つの刺激（2 種類のテンポ×2 種類
のシンコペーション）を用いて実験を実施した。また、実験２では 12 種類のシンコペーション
度の異なる刺激を用いて実験した。両実験とも、オンラインで実施し、参加者は刺激聴取前の気
分について、多面的感情状態尺度（寺崎, 1991）に回答し、刺激のグルーヴ度も評定した。得ら
れた結果について、聴取前の気分の各因子を高群・低群に分け、各群のグルーヴ得点の平均値を
比較した。実験２でも同様の手続きを経た。 



 
４．研究成果 
（１）研究１の結果を示す。最も楽しく、体を
動かしたくなると回答された曲の BPM の平均
値は 130.2 であった。各年齢・性別における回
答された曲の平均テンポを Figure 1 に示す。
二要因分散分析（年齢×性別）の結果、年齢と
性別の主効果のみ有意であり、交互作用は有意
でなかった。男性の回答した曲のテンポは、女
性の回答したものよりも有意に速かった。ま
た、30 代の回答者が回答した曲の平均テンポ
は、60 代の回答者のものよりも速い傾向がみ
られた。一方で、男女とも、体格と BPM の間に
関連は見られなかった。 
 これらの結果から、グルーヴが年齢や性別と
関連することが示唆された。一方、グルーヴと
体格に関連は見られなかった。本結果は、実際
に身体を動かした先行研究の結果とは異なる
ものである（Dahl et al., 2014）。これらの結果か
ら、身体を動かしたくなることと、実際に動か
しやすいこととは、異なる可能性が考えられ
る。一方で、本研究は、調査参加者の想起によ
って実施されたため、個人の経験に大きく依存
することによる、各回答者の経験や文化的文脈のなどの影響も考えられる。 

 
（２）研究２の実験１の結果を Table 1 に示す。二要因分散分析の結果、交互作用は有意であっ
た。シンコペーションの低い群では、テンポの速い刺激の方が、遅い刺激と比べてグルーヴィと
評定された。一方で、シンコペーションが中程度の刺激は、テンポが遅い刺激で、グルーヴィな
傾向が見られた。多面的感情状態尺度の得点について、高群の参加者のグルーヴ得点と低群の参
加者のグルーヴ得点を比較するため、t-検定を行った。その結果、4 つの刺激のうち、3 つの刺
激で聴取前の気分の高低で、グルーヴ得点に有意な差が見られた。特に、非活動的快、活動的快、
親和のようなポジティブな感情状態の高い参加者は、低い参加者に比べて、同じ刺激を聴取して
も、よりグルーヴィと評価した。一方で、抑うつや倦怠、驚愕など、グルーヴに影響しない要因
もみられた。 
 また、刺激によって気分の影響も異なる可能性が示唆された。テンポが遅く、シンコペーショ
ン度が低いような、グルーヴ得点が低い刺激では、気分の影響は見られなかった。一方で、グル
ーヴ得点の高い刺激を聴取した際には、気分の影響が幅広く見られた。すなわち、気分によるグ
ルーヴの感じ方の違いは、グルーヴ度の高い刺激において顕著に現れることが示唆された。この
ような結果は、シンコペーション度のみを操作した実験２においてもおおむね支持された。 
 以上の結果から、グルーヴの感じ方は、音楽聴取前の気分、特にポジティブな気分に影響され

Figure 1 
参加者が回答した曲の平均テンポ 

Table 1 
各刺激に対するグルーヴ得点と、t-検定の結果 

テンポ 速い  遅い 

シンコペーション 低  中  低  中 

グルーヴ得点 
UtM Ple  UtM Ple  UtM Ple  UtM Ple 

(3.4) (3.3)  (3.2) (3.0)  (2.6) (2.5)  (2.9) (2.8) 

抑うつ・不安            

倦怠            

非活動的快  H>L**  H>L* H>L*     H>L* H>L** 

集中  H>L*          

敵意 H<L*           

活動的快 H>L** H>L**   H>L**     H>L** H>L** 

親和 H>L** H>L**        H>L* H>L** 

驚愕            

 

120

125

130

135

140

20 30 40 50 60 70

女性

男性

B
PM

年代

注）UtM は身体を動かしたくなる感覚、Ple は快感情を表す。H と L は、多面的感情状態尺
度の各因子の高群と低群を表す。例えば、テンポが速く、低いシンコペーション度の刺激の、
Ple では、非活動的の得点が高い群は、低い群に比べて、刺激をよりグルーヴィと評定した。 

注）縦軸はテンポ、横軸は回答者の年齢グル
ープを表す。 



ることが示唆された。また、このような傾向は、聴取する刺激の特徴によって異なることが示唆
された。すなわち、グルーヴ度の低い刺激ではあまり気分の影響を受けず、グルーヴ度の高い刺
激は、気分の影響を受けやすいことが示唆された。 
 
（３）これらの研究から、主に以下のことが示唆された。(1)音楽を聴いて身体を動かしたくな
る感覚であるグルーヴは、年齢などの非音楽的な個人特性にも影響を受ける。(2)一方で、身体
的な特徴（体格）の影響はそれほど大きくない可能性がある。(3)グルーヴは、気分のような一
時的な要因の影響も受ける。 
 これらの結果は、グルーヴは多様な個人差の要因に影響されることを示唆している。これまで
注目されてきた個人差の要因は、音楽能力に関するものが多かった。しかし、本研究では、グル
ーヴが、年齢や気分など、非音楽的な要因の影響を受け、刺激の特性によってもその影響が異な
ることを示唆した。音楽に合わせて身体を動かす活動は、世界各地で存在するため、その生起プ
ロセスは人の生物学的基盤に共通するものと考えられる。しかし、そのプロセス全体を理解する
上では、本研究が示したような、多様な個人差の影響を考慮する必要がある。今後の研究では、
これらの個人差の要因がどのようにグルーヴの認知プロセスと関わっているかを明らかにする
ことが必要であろう。これによって、教育やエクササイズなど、様々な実践場面で、より効果的
な音楽の活用が期待できる。 
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